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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 8月 1日 (2007.8.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 塗 装 補 修 用 転 写 部 材 ４ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 剥 離 性 を 有 す る 基 材 １ １
上 に 、 色 材 層 １ 、 粘 着 層 ２ 、 お よ び セ パ レ ー タ ー ２ ２ を こ の 順 に 有 す る も の で あ る 。 本 発
明 の 塗 装 補 修 用 転 写 部 材 ４ を こ の よ う な 構 成 と こ と に よ り 、 予 め 剥 離 性 を 有 す る 基 材
１ １ 上 に 色 材 層 １ 、 粘 着 層 ２ 、 セ パ レ ー タ ー ２ ２ が こ の 順 に 積 層 さ れ て い る た め 、 使 用 者
は 色 材 層 １ を 形 成 す る 必 要 が な く 、 ま た 色 材 層 １ と 粘 着 層 ２ を 貼 合 す る 必 要 が な い た め 、
傷 部 分 を 極 め て 容 易 に 補 修 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ５ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 塗 装 補 修 用 部 材 に よ れ ば 、 剥 離 性 を 有 す る 基 材 上 に 後 か ら 色 材
層 を 形 成 す る こ と が で き る た め 、 使 用 者 が 前 記 所 望 の 補 修 塗 料 を 塗
布 す る こ と が で き る 。 ま た 、 当 該 塗 装 補 修 用 部 材 を 用 い た 本 発 明 の 塗 装 補 修 方 法 に よ れ ば
、 塗 装 面 に 形 成 さ れ た 傷 部 分 に 貼 付 す る こ と に よ り 、 傷 部 分 を 雨 に よ る 錆 つ き 、 紫 外 線 に
よ る 劣 化 等 か ら 保 護 し 、 容 易 に か つ 美 し い 仕 上 が り に 補 修 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ７ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ７ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 図 ７ ～ 図 １ ０ に 示 す 本 発 明 の 塗 装 補 修 用 部 材 、 お よ び 塗 装 補 修 方 法 よ
れ ば 、 塗 装 補 修 後 は 、 図 ８ の （ Ｅ ） の よ う な 仕 上 が り と な る た め 、 補 修 部 分 は 目 立 た な く

す る

剥 離 性 を 有 す る 基 材 に

に



な り よ り 一 層 美 し い 仕 上 が り と す る こ と が で き る 。
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